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I.目 的

幼児の自由遊びの中に様々な音楽的行動が観察され、これによって音楽的発達がはかられて

いることは、すでに拙稿『子供の生活に見られる音楽的行動』(1),『子供の音楽的表現を誘発

する環境構成の問題』(2),さ らに『 “ふしことば"の教育的再組織』(3)に よっても明らかにさ

れている。特に、自発的な遊びの場面では、即興的・創作的な活動が盛んに行なわれているこ

とが分ってきた6    ・

昨今、子供の主体性・ 自発性が叫ばれ、予め設定されたものや集団で行なう一斉保育的な活

動に対する拒否反応を示す傾向も見られる。音楽教育は、ある側面ではひとつの文化の継承と

言う役割も担っている。それは、園生活の中では、保育者の音楽的感性や表現をモデルとして

受け継がれていくことになる。保育者による楽しい表現が、 “わあ おもしろそうre“ゃっ

てみたい!"の感動と意欲を喚起し、模倣活動を促すことになる。しかし、これがややもする

と一斉指導だとしてしばしば批判の対象になることが多い。

さて、本論文は、子供の自発的な遊びの中だけで、この時期の音楽的発達に即して、特に体

験させたい内容すべてが消化されるのであろうか、また洩れてくるものは何であろうかを事例

を通して検証し、音楽教育の方法論について考察することが目的である。

“美しいものを ああいいな"と 感じとれるような “ふくよかな心"を育てるために、子供

の自発的な遊びを基本に据えながらも、保育者としてどの様に関わればよいのかについて明ら

かにしていきたい。

Ⅱ.方 法

1 調査期間

1993年 5月 10日～ 6月 5日

2対 象

静岡大学教育学部附属幼稚園 30405歳 児(保育中の幼児全体)

本研究は園生活における音楽教育ということを中心の課題としている。そのため、特に日常

の保育を幼児の自由な遊びに任せている園で観察した。そして、ここでは、幼児の自主的 0自

発的遊びに加えて、保育者の関わりも含まれているのである。尚、以上の様な自由な保育形態

を自由保育としてここでは捉えることにした。
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3 調査方法

教育実習生20名 による観察法。それぞれ子供の遊びに関わったり、距離を置いて観察 した遊

びのそのままを記録ノー トに記入する。(こ れは、保育中の保育者の援助の形でもある)

Ⅲ.結果と考察

観察された遊びの記録は、次の 3つ の視点から分析 し、考察を加えた。

* 幼稚園教育要領 (4)第 2章  5領域の “内容"に示された項目毎に分類。

ここでは、自由遊びの中でどの領域がどの様なウエイ トを占めて表れているのかを概観

する。

* 表現方法(音楽・ 造形 0動き 0劇 )の違いによる分類

ここでは、表現方法の違いで自由な遊びの中で表出しやすい内容、表出しにくい内容な

どがあるのかを明らかにする。

* 歌遊び・ 楽器遊び・ 即興(創作)遊 び・ 鑑賞遊びの観点毎の分類。

以上、 3つ の視点からの結果を基に、音楽教育における保育者の援助のあり方を考察 して

いく。

1 5領域の内容から見た分析と考察

記録された事例総数は859例である。これを各領域毎に分類を してみたが、数量化すること

は避けた。なぜなら、それは、領域への考え方に繋る性格のものであるか らである。つまり、

遊びの内容(事例)は、領域毎に明確に分類 しにくいということである。それが領域の領域たる

ゆえんでもある。

そこで、概ね50事例以上(1つ の事例が 2つ あるいは 3つ の領域に、更に同じ領域内の各種内

容に共通 してまたがってくる場合も含む)観察された各領域の “内容"の項目について、以下

のようにまとめた。

領域 “健康"の内容は、以下の 9項目が示されている。

(1)先生や友達と触れ合い、安定感をもって行動する。

υ)いろいろな遊びの中で十分に体を動かす。

(3)進んで戸外で遊ぶ。

(0 様々な活動に親 しみ、楽 しんで取り組む。

幅)健康な生活のリズムを身に付ける。

(0 身の回りを清潔にし、衣服の着脱、食事、排泄など生活に必要な活動を自分でする。

(7)幼稚園における生活の仕方を知 り、自分たちで生活の場を整える。

(0 自分の健康に関心をもち、病気の予防などに必要な活動を進んで行う。

(9 危険な場所、危険な遊び方、災害時などの行動の仕方が分かり、安全に気を付けて行動

する。

以上のうち、(1)・ (2)00)0(4)05)0(00仔 )項 目については、非常に多い事例数から自由保育

における子供同士の遊びの中で、十分に体験され消化されていることが分った。特に、(1)の 内

容は、 “人間関係"の (1)、 また “言葉"の (1)の 内容にも深 く関わっている。

その他、(aO(3)・ 141等についても、他領域との関わりは大きい。更に151に ついてもそれぞれ独

立 したものでない事を確認 しておきたい。
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(00(9)項目については50事例とまではいかなかったが、「耳鼻科検診」・「プール遊び」・

「身体測定」・「遠足」・「避難訓練」等の行事の中で、また、例えば「 うがい」など日常の生

活の中で、それぞれ望ましい体験がされていることが伺える。

領域 “人間関係"の内容は、以下の10項目が示されている。

(1)喜んで登園し、先生や友達に親 しむ。

0)自分で考え、行動する。

(3)自 分でできることは自分でする。

(4)友達と積極的にかかわりながら喜びや悲 しみを共感 じ合う。

傷)自分の思ったことを相手に伝え、相手の思っていることに気付 く。

G)友達と一緒に遊びや仕事を進める楽 しさを知る。

(7)友達とのかかわりの中で言ってはいけないことやしてはいけないことがあることに気付

く。

(0 友達と楽 しく生活する中できまりの大切さに気付 く。

(9)共同の遊具や用具を大切にし、みんなで使 う。

10 自分の生活に関係の深いいろいろな人に親 しみをもつ。

この領域に関 しては、特に(1)～(9)の 全項目が、自由な遊びの中で十分に体験されていること

がその頻数から分った。そして、この領域に関しては、他の領域の内容ともクロスオーバーす

る形で協応 し合いながら、幼児の著 しい成長の為に欠かせない内容となっている。また、平成

5年の公開保育資料 (5)を見ると、保育者が常にクラスを越えて、ひとりひとりの幼児の行動

をしっかりと把握 している事が良 く判る。特にこの領域において、保育者の願いが集約 されて

いる様にも思われる。

001項 目の内容に関しては、幼稚園という場での設定であったので、「縦割 りの相棒 さん」・

「友達のお母さん」・ また、遊びの中での「いろいろなお店やさん」などの事例が抽出・ 観察

されている。特に、「お店やさん」の遊びの中で、幼児の生活に関係の深い人 との繋がりが反

映されて表われている。

領域 “環境"の内容は、以下の10項 目が示されている。

(1)自 然に触れて生活 し、その大きさ、美 しさ、不思議さなどに気付 く。

(2)季節により自然や人間の生活に変化のあることに気付 く。

(3)自 然などの身近な事象に関心をもち、取り入れて遊ぶ。

(4)身近な動植物に親 しみをもって接 し、いたわったり大切にしたりする。

(5)身近な物を大切にする。

(6)身近な物を使って考えたり試 したりするなどして遊ぶ。

(7)遊具や用具の仕組みに関心をもつ。

(8)日 常生活の中で数量や図形などに関心をもつ。

(9)生活に関係の深い情報や施設などに興味や関心をもつ。

00 幼稚園内外の行事において国旗に親 じむ。

多 く観察された遊びの事例は、(3)0に )・ 151・ (6)・ 仔)0(8)項目であった。この内、(5)0(6)・ 仔)

項目については、“人間関係"の(9項目に、また “表現"の (5)項 目の内容にも関連 し、総合的
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な活動の中で十分に培われていることが分かった。

さらに、(1)・ 9)項目については、自由な遊びの中で事例数は少なかったが、園庭が自然に囲

まれ季節毎にその風情が楽 しめる環境にあることで、子供たちの生活(遊 び)の 中にそれが生か

されている。例えば、「 ぐみの実採 り」 0「香 りのする木の探索」 も園庭で出来 るのである。

また地域の特徴を生かした「園外保育」等で、近 くの山や海に出かけている。この様な自然 と

の触れ合いの場を設定 している事で、この内容 も自然な形で消化されているものと考えられ

る。

0)・ 00項目の内容については、観察時期が、5月 10日～ 6月 5日 の4週間という事にも関係

していると思われるが、実習生が外国の国旗を描いたのを見て、外国への憧れが生れたことの

事例とそれに関連 して生れた事例の 2つのみであった。この内容に就ては、自由遊びの中だけ

で自然に生れる性格のものではないと考える。

領域 “言葉"の内容は、以下の10項 目が示されている。

(1)先生や友達の言葉や話に興味や関心をもち、親 しみをもって聞いたり話 したりする。

9)し たこと、見たこと、聞いたこと、感 じたことなどを自分なりに言葉で表現する。

0)し たいこと、してほしいことを言葉で表現 したり、分からないことを尋ねたりする。

(0 人の話を注意 して聞き、相手に分かるように話す。               1
(5)生活の中で必要な言葉が分かり使う。

(6)親 しみをもって日常のあいさつをする。

仔)生活の中で言葉の楽しさや美 しさに気付 く。

18)い ろいろな体験を通 じてイメージや言葉を豊かにする。

0)絵本や物語などに親 しみ、興味をもって聞き想像をする楽しさを味わう。

00 日常生活に必要な標識や文字などに関心をもつ。

そのうち、(1)0(a・ (oO(oO(5)OG)00)の項目について観察数が大変に多い。

言葉の観察事例は、そのほとんどが “人間関係"あ るいは “健康"、 そしてまた “表現"領

域にも関連 している。当然の事といえよう。

仔)項 目については、保育者が積極的に絵本や紙芝居等の読み聞かせを している。その中で、

言葉の楽 しさや美 しさにも気付いていると思われる。

また、侶)項 目については、観察された事例は少なかったが、例えば手作りの万華鏡を覗 きな

がらその美 しさに見入ったり、また園外保育で岩だらけの坂道を歩きながら「誰が石の種をま

いたのかなあ」とつぶやいたりの事例がある。侶)項 目の内容は、仔)や 0)の快い体験が栄養 とな

り、自然にイメージや言葉が豊かに育っていくことにつながってくるものと思う。

更に音楽教育という立場から見ても(η・ 侶)0(9の 快い体験が、イメージ豊かな表現への糧に

なっていくものと思うのである。

10項目については、バスごっこなどで園庭に道路や路線また標識や信号を描いたり、さらに、

自分の名前、そして、ひらがなを書ける子等、文字の学習は自然に行なわれていた。標識や文

字は、日で見て覚えられる。遊びを通 して自然の形で身についていくものと考えられる。

領域 “表現"の内容は、次のように8項目が示されている。

(1)生活の中で様々な音、色、形、手触り、動きなどに気付いたり楽 しんだりする。
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(2)生活の中で美 しいものや心を動かす出来事に触れ、イメージを豊かにする。

(3)様々な出来事の中で、感動 したことを伝え合う楽しさを味わうo

14)感 じたこと、考えたことなどを音や動きなどで表現 したり自由にかいたりつくったりす

る。

(5)い ろいろな素材に親 しみ、工夫して遊ぶ。

G)音楽に親 しみ、歌を歌ったり簡単なリズム楽器を使ったりする楽 しさを味わう。

(7)か いたりつくったりすることを楽 しみ、遊びに使ったり飾ったりする。

18)自 分のイメージを動きや言葉などで表現 し、演 じて遊ぶ楽 しさを味わう。

この領域については、本論文の主題に直結する内容でもあるので、次項 2で詳述する事に

したい。

2 領域 “表現"における表現方法のちがいによる分析と考察

事例の分析は、以下のようにすることにした。

上記の(1)～(3)の 項目は、美 しさに対する豊かな感性とイメ‐ジ豊かな楽 しい表現への基礎に

関わる内容である。

そこで、まず(1)項 目については、大きく音楽的行動(音 )。 造形的行動(色、形ミ手触 り)0動

きの 3つ の視点に分けて分析～考察する。

次に、(2)0(3)項 目については一括 して扱う。

更に、(41～ (8)の項目は表現方法の違いで捉えると、大きく音楽的表現・ 造形的表現・ 動 きに

よる表現・ 劇的表現の4つ の内容に分けることができよう。

そこで、(4)～ (η項目についてはそれぞれの表現方法の違い毎に分析 し、どの方法が自由な遊

びの中でどの様に表出されているのかを考察 していく。

更に(8)項 目はいろいろな表現方法を駆使 しての劇的表現である。これは表現方法毎に分けず

に分析～考察する。

(1)項 目に対する事例と考察

<音楽的行動>
: H君、ぶらんこを支えている鉄の棒に耳を当てて、「 ジュウレンジャーの○○の音がす

る」と言っていた。～Mち ゃん、 Iち ゃんも友達がぶらんこをこいでいる時 にキーキァと

いう音に耳を傾けていた。

: K君、U君、エレクトーンのスイッチを入れて、色々な音を出して楽 しんでいた。

: その他。

<造形的行動>
チョ早クと水で色水ができることを知って作って遊ぶ。

紙に絵の具をチューブからたらして紙を折り、それを広げるといろいろな対照の形がで

きることを発見 したK君

男児 2人、女児 1人、水道の蛇口を指でふさぎ、はじける水の形 とその手触 りを楽 しん

でいた。

その他多数。

<動 き>
: M君、風船に水を入れてヨーヨーにして遊んでいた。ヨーヨーがポヨンポヨン転がる様

子がとても面白かったらしく、かなり興奮していた。
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: 偶然に、座布団がブーメランのように飛ぶことを発見 した男児、友達 と投げ方やスピー

ドを競ったりして座布団の動きを楽 しんでいた。

: その他。

(1)で は、造形的行動が、非常に多 く観察されている。視覚でそのまま捉えられ観察 し易い

のであろうか。また、探索できる素材や環境に恵まれている証 しでもあろうか。

反対に音楽的行動と動きに関する事例は少なかった。しかし、動きについては “うさぎ・

かめ撃などに始まって、遊具や乗 り物その他動 くものすべてが動きへの関心の対象になると

考えられる。その事からも、幼児の身の回りのすべてが恰好のモデルになっているといえる。

日でみて捉えたもあが表現にまで至 らないで終わってしまうことのないようにしたいもので

ある。

また、音楽的行動についても前述の筆者の調査では、至る所で音に対する興味への所見を

目にしている。保育者の気のつかない場面で音べの探索が行なわれていると想像される。す

ぐに消えてしまう音であるがゆえに、記録として残りにくかったと考えられる。

子供と共にきれいな音さがし・ 似た音さがし・ 音のするものさがしなど、遊びの中でこの

内容に追る援助の方法は限りないと思う。

3歳児をピークに、この時期に聴覚の著 しい発達が見 られる。その意味からも、音に対す

る鋭い感受性を身につける事の大切さを肝に命 じたいと思う。

0)0(3)項 目に対する事例と考察

保育者の草笛にじっと耳を傾け、心惹かれるMtt。

「まあ !かわいらしいお花 !」 と言って、Rち ゃんはお花に近づきじっと眺めていた。

Sち ゃん、空中を飛んでいるたんぽぽのわた手を発見、私(実習生)に報告にきてくれ、

他の子たちとわた毛の行き先をじ一っと見守っていた。

員がらを耳に当てていた女児が、私(実習生)に 向って「海の音が聞えるよ」と言ってそ

の音を聞かせてくれた。

その他。

この内容に関する事例は、極 く小数であったが、園外保育などの自然の触れ合いの中で、

保育者と共有 している感動もあろうかと予想される。

幼児の美 しさに対する感動が、保育者の豊かな感性で受け止められ、更に友達同士での共

感につながっていく一一― この過程が豊かなイメージを育て、表現力を育てていく原動力 と

なる。その意味でも大変重要な内容として捉えたいと思う。

(4)項 目に対する事例と考察<動きによる表現>
に)項 目については、前述の様に表現方法の違いによる分類とした。なお、(4)の 項 目は、即

興・ 創作表現的な内容である。そして、そこには時間的要素と空間的な要素 とが存在する。

それは、例えば、音楽的表現であれば、感 じたことそのままの表現はその場限りで後に残 ら

ない。しかし、かいたりつくったりしたものはそのまま残って、それが遊びに使われたりと

いろいろに発展 していく。つまり、造形的表現については、(4)OG)0(7)の 内容がオーバーラッ

プして表われているのである。そこで、造形的な事例は、(4)・ (5)0(7)項 目を一緒に分析する。

また、音による即興表現についても後述「 3 音楽遊びの内容の分析と考察」にまとめて

述べることにする。つまりここでは、動きの表現の表われだけに絞って見て行きたい。

: S君、「赤ちゃんになれ」とH君がいうと、す ぐに変身 して本当に赤ちゃんになり切 っ
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ている。

Hち ゃん、床の上であるのに、「 トランポリン!」 といって、実に上手にピョンピョン跳

ねていた。

女児の間で、新体操ごっこがはやり、登園するとす ぐに衣裳を着て紐をもって くるくる

踊り出した。どの子 も新体操の選手になり切って音楽をかけて楽 しそうに踊っていた。

お帰りの時「チェッチェッコリ」をやっていた。リーダーが踊 った踊 りをみんなで真似

するのだが、いろいろな踊り方を工夫 していた。

その他

子供は、本当に変身の名人である。反射的に何にでもなりきれる術を持っている。「チェッ

チェッコリ」の事例にも見るように、友達との関わりの中でいろいろな動 きの工夫が見 ら

れるという体験は、表現の質を高めていくものと期待される。

(4)0(5)0(7)項 目に対する事例と考察<造形的表現>
D君、一枚の折り紙を持ってくる。何か描いてあったので私(保育者)が聞くと「鳥の声」

と言 う。

絵を描 くのが大好きな J君、沢山の色で点々を描いていた。尋ねるとそれは、色をたどっ

ていくというゲームである事が判った。

晴れた日、Kち ゃんが芝生に座って気持よさそうに絵を描いていた。木 と虹の絵で、出

来上がると満足そうに「今日は今までの中で 1番 うまくかけたわ」と大喜びであった。

雨上がりの日、登園するなり泥んこ遊びを始めたMち ゃん、他の子たちも参加 して、チョ

コレー ト、ホットケーキ、山等々、全身泥だらけで遊ぶ。

いろいろな草や花を入れて、M君はお寿司を、K君 はカレーやチョコレー トを作 ってい

た。

泥だんごを葉っばに包み、葉脈の形をつけていた。

青組男児、いろいろ試行錯誤 しながら、落とし穴作 りに熱中していた。

朝、新聞紙が用意されていた。Tち ゃん、Kち ゃんは、破 ったり丸めたり、蒲団にして

寝たり、車に見立てたり、また他の子 も、武器にしたり、折目に足を入れて上靴、そして

手にはめてパクパクわに、そして更に、兜を折ったりと、いろいろに工夫 して遊んでいた。

赤組男児、ジュニアプロックを時には壁に、また時には消防車や救急車に見立てて遊ん

でいた。

トイレットペーパーの芯で双眼鏡を、また牛乳パ ックを足にはめてロボットごっこ、そ

れをセロテープでつなげて電車などいろいろなものを作る。

Y君 とK君、砂時計作りに夢中。いろいろなビンを組合わせて失敗を繰り返 しなが らも、

ちょうどよい大きさの時計を作っていた。

Mち ゃんは折り紙でバッジ、Aち ゃんとSち ゃんはヤクル トの容器でバーベル、 Nち ゃ

んはフィルムの容器と割 り箸で宝物、T君、K君は牛平Lパ ックを横につなげて武器を作 っ

ていた。

Eち ゃんは、割り箸の先に折り紙をはりつけ、「ちょうちょ」と言 ってひらひらさせな

がら歩いていた。

K君は、小さな箱と割り箸でテレビゲーム、壊れたダンボールに絵を描 き空飛ぶ ジュー

タン、優 しい怪獣と恐い怪獣の絵、果てしなくイメージが湧 くようだ。
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お店やさんごっこをする中で、きれいに飾ったり、売り物を工夫 して作っていた。

保育者が木切れを用意 した時、それぞれの子が色をぬってガムやさん、箱に沢山はって

迷路作 り、子供同士で良いと思ったものをどんどん取 り入れて教え合 ったり見つけ合 った

りして思い思いの物を作っていた。

男児 2人、またMち ゃんRち ゃんも木エコーナーでのこぎりやとんかちを使 って、船を

作ったり、お客さんの絵を描いたり、窓をつけたり工作遊びを楽 しんでいた。

その他多数。

絵を描 く事は勿論であるが、ブロック、新聞紙、砂や泥、筒、牛乳パ ック、フィルムの

容器、割 り箸、紙粘土 一――等々、表現への素材には事欠かない。そのすべてが、かいた

りつくったりの表現意欲を掻き立てるものばかりである。これらの環境構成に対する保育

者の配慮がすばらしい。

造形的表現については、適切な素材が用意されていれば、子供は自由に自分の思いのま

まを表現できる事を知らされた思いであった。

前述の公開保育資料によると、子供たちが自分の居場所を見つけて一人でも安心 して遊

んだり、また気の合う友達とじっくり取り組んで遊べる場の確保がされている。また、そ

こには、絵本、ブロック、ひもや画用紙等々、幼児が好きなだけ自由に使える様な配慮が
・
ある。この様に場・ 時間・ 素材が保証されており、更に見え隠れしている保育者の存在が

あるからこそ、自由保育の中でこの様なすばらしい表現が生れるものと思われる。

(6)に 対する事例と考察

この内容は、そのすべてが音楽的表現に関わるものである。そこでこの項目は、「 3 音

楽遊びの内容の分析と考察」の項で詳述したい。

18)項 目に対する事例と考察<劇的な表現>
Kち ゃん、Mち ゃん、Yち ゃん、花をつんできて本格的な花屋さん、Yち ゃんは自転車で

配達員。黄組さんがお客さん。

アブちゃんごっこをしている。アブちゃんが大泣きしていると、お母さん役の子が、

「 もうお母さんは出て行 くわ。もう帰ってきませんからね」と家出してしまった。

大勢の友達とお化け屋敷ごっこをする。

男の子たち4～ 5人が「 ジエ トマン・ ウル トラマン」のテープを聞き、「僕セブンだよ」
0「僕、父」などと言いながら、主人公になり切って演技をする。

女児、セーラームーンごっこが大好き。役を決め、園のスカー トをはき楽 しそうに遊ぶ。

A君がロープを持ってきて、「 シーソーの近 くの木に結んで!」 と私 (実習生 )に 頼みにく

る。固く結んでやるとS君がやってきてロープを引っ張りながら「 うんとこしょ どっこい

しょ」と何度 も繰り返す。私が、 “おおきなかぶ"について知 っているか子供たちに尋ね

ると、多 くの子が知っていた。そこで、子供の希望をとり順番にお祖父さんか ら犬、そ し

て骸骨のおまけまでついて “おおきなかぶ"の遊びは盛 り上がった。

その他。

この内容に関する事例は、ままごと遊び 。お店屋さんなど “ごっこあそび"の活動の形

で、日常茶飯事の様に行なわれている。この中で、いろいろな言葉のやりとりが見 られ、

演 じて遊ぶ楽 しさを十分に味わっていた。

更に、人気アニメのヒーローになり切っての動きや台詞、テレビの主人公がモデルとし
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て子供の表現に一役かっていることが多い。

また、 “おおきなかぶ"の様な劇遊びは、今回 1事例のみであった。それは、保育者の

媒介で生れたものである。この様な遊びの発展のためには保育者の援助は欠かせない。

例えば、絵本やお話の中で、指人形やペープサー トまたお話に合 う音楽や歌等の活用が

行なわれたとしたら、子供の遊びは、模倣遊びから始ってやがて創造的な豊かな表現へと

発展するものと思う。積極的に体験させてあげたいと心から思う。

3 音楽的遊びの内容毎の分析と考察

領域 “表現"の内容の6)項目は、 “音楽に親 しみ、歌を歌ったり簡単なリズム楽器を使 った

りする楽 しさを味わう。"と あるように、純粋に音楽教育に関わるものである。

ここで言 う、 “音楽に親 しみ"は “音楽を聞く"と 言う事も含まれていると解釈 したい。

さて、音楽の活動内容は、歌う、ひく、作る、聞くの様に整理する事が出来る。そこで、こ

こでの分析 も、歌遊び・ 楽器遊び 0即興 (創作)遊び・鑑賞遊びの 4つ の活動毎に事例を分類

する事にした。しかし、幼児の場合、歌は歌、楽器は楽器と別々に表現される事の方が少ない。

その表われ方は同時に行なわれる事が多い。つまり、歌いながら何かを叩いたり、また踊 った

りと言 う事である。

そこで、活動毎の分類にあたっては、以下の様に限定 した。

*「歌遊び」は、すでに作詞・ 作曲されている曲による歌唱表現とする。

*「楽器遊び」は、上記の歌遊びに更にリズム伴奏が加わったもの、または歌がなくリズム伴

奏のみのものとする。

*「即興遊び」は、幼児の即興のリズム表現や歌とする。

*「鑑賞遊び」は、レコー ドやカセットの歌や曲、保育者の歌や演奏を対象とする。友達によ

る即興の歌や演奏はここでは対象外とする。

注)

その1-一鑑賞は、理論上は表現の対語である。ここでは、常にいろいろな表現活動を同

居させる幼児の間く活動の意で、この発展への配慮から鑑賞遊びをとり上げて

いるものである。

その2-―音楽的表現に活躍する動きは、音楽そのものへの反応として捉えられる。一方、

「動きの リズム」におけるそれは、動きそのものの内容や質が問題になる。本

論文で扱う “動き"の内容は、前者の立場で捉えて行 く。

以上、事例を挙げながら、分析～考察を加えて行きたい。

(1)歌遊び

2人だけで始めた手遊び歌だが、途中から全員が参加 して夢中でやり始めた。

お帰りのひととき、みんなで楽 しく「幸せなら手を叩こう」・ 「 ビビデバ ビデブー」を

歌った。

「 こぶたぬきつねこ」の歌をやろうと思い、私(実習生)がペープサー トを作 って持 って

行 くと大変喜び、手や表情をつけて元気よく歌った。

私(実習生 )の 伴奏に合わせて、女の子たちがピアノの回りで、「 ビスケットの歌」・

「焚き火」・「バナナの歌」・「 トトロの歌」などを歌った。わんぱくD君 は、何回 もやっ

てきては、じ一っと見ている。

S君が楽 しそうに「 ロンドン橋」を英語で歌ってくれた。
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Tち ゃんが「かもめの水兵さん」を回ずさみながら登園してきた。「たか子ね。今日とっ

てもいい事があるの。だからうれしいんだ一」という。

Kち ゃんが「チューリップ」をピアノで弾いていた。私 (実習生)が他のいろいろな曲を

弾いてあげると、最初は歌うのが恥かしそうだったがそのうちに楽 しそうに歌った。

外へ遊びに出る時も回ずさんでいた。

Rち ゃん、Eち ゃん、Mち ゃん、Tち ゃん、Aち ゃん、私(実習生)で 、伝承遊びをする。

「あぶくたった」・「かごめかごめ」・「だるまさんがころんだ」など。

その他。

歌遊びは、保育者との関わりで表出される事が多かった。「 チェッチェッコリ」 0「 ビ

スケットの歌」・「焚き火」・「バナナの歌」などにも見るように、実習生のビアノ伴奏

によって誘発されている。前述の公開保育資料の中でも、「 M先生のピアノで歌い始めた

がふりが付いて輪唱になっているのが気に入り、リクエス トがつづいた。」 とある。また

5才児のお帰りのひとときに「お店やさんの歌遊び」・「 クリスマス」 0「お正月の歌」・

「めざまし時計」 0「チェッチェッコリ」等、みんなと一緒に歌うような計画がされている。

しかし、ただ単に歌って楽しむという経験から、年長になれば歌詞に表われた気持を幼

児なりに捉えて歌うような経験が必要であろう。また、遊びや生活に結んで、いろいろな
・
題材や曲想の歌が用意される事が望ましい。感性や表現の力に加えて、この時期の歌の経

験の度合で、幼児の声域がぐんと広がる事は多 くの実験調査から明らかにされている。

積極的な保育者との楽 しい歌遊びの体験が、やがて子供同士の遊びに取り入れられていっ

た時、はじめて自発的な表現として一人歩きするものであると思う。

ギターを触 らせてもらい、すっかり気に入 って、椅子に座 り足を組みギターを抱え、

“ジャーン"と 楽 しそうに 1日 かきならしていた。

「 こいのぼり」を弾いている私(実習生)に 、Rち ゃんが「教えて」と来る。教えてあげる

と何度 も練習している。～ 2日後のこと、家のピアニカでも練習 したらしく、教えたとこ

ろまで弾いて見せてくれた。

青組で、打楽器を使って リズミカルに “チェッチェッコリ"遊びを していた。丸椅子を

叩いたりして、リズムをとる子 もいた。

エレク トーンで遊ぶ S君。リズマーのリズムが変る度に首の振 り方をかえて、 リズムに

合わせて楽 しんでいた。

その他。

楽器遊びについては、初歩的な楽器への興味・ 関心の段階の事例で終 っていた。好 きな

楽器で自由にリズム伴奏を楽 しむという活動は、楽器が用意される事によって経験できる

遊びである。楽器にかかわらず、音のでる玩具や身の回りの物が「楽器 コーナー」の中で

用意されればよいわけである。ただ用意すると言うだけでは美 しさに対する感性や豊かな

表現への力は育たないだろう。例えば、音のきれいな有音程楽器(こ れも音板のはずせるも

の)で、主音や属音を主軸にした 2・ 3音奏でのリズム伴奏などは、技能的にも無理がなく、

子供にとっての喜びはまことに大きいことが実験的にも明らかである。更に、方法的には、

歌を伴っての楽器遊びは有効である。曲の気分や情景に合 う楽器選びか ら始 って、どんな

ひきかたをすると一番気持がよいかの探索、そして友達との分担奏や合奏に発展～ この過
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程の快い体験が得られるような、保育者の援助は是非欲しいものである。特に、年長児は

友達の音やリズムに協応する事の喜びを感 じる時期でもある。アンサンブルの楽 しさや喜

びを味わわせてあげたいと思うのである。やがて自発的な遊びの中に、友達との楽器遊び

が自然の形で反映されたとしたら、これこそ本当に素晴らしい事である。

(3)即興(創作)遊び

この内容には、前述の通り先ず領域 “表現"の (4)項 目に盛られている「音」による即興 0

創作的表現の事例も含まれる。

さて、ここで音の概念について明確にしておきたい。つまり、物音そのものに加えて、幼

児の場合、声による音表現(擬音・ 擬声・擬態語など)も音という概念で捉えた。

<リ ズミカルな言葉や擬声音によるリズム表現>
女対男で綱引き～保育者と一緒の “よいしょ よいしょ"の掛け声に、周 りで見ている

子の手拍子付きの “ガンバレ !ガ ンバ レ !"の リズミカルな応援。

おもちゃの鳩時計を見つけ、T君とH君お互いに “ポッポーポッポーポッポー"～「今

何時?」 ～「 3時」と、時間当て遊び。

Rち ゃんのうぐいすの鳴き真似～鴬になり切って “ホッケッキョーホッケッキョー"・・…・

節まで付いている。

左右の手を交互に押 し出しながら、 “ドンドンドンドンおす もうだ～オラオラオラオラ

えいえいえい～"リ ズミカルな音声表現を加えながら、お相撲のうき押 しの恰好を してい

た。

Y君、ままごとのお皿を頭の上にのせて、「ぼくお寺です。お寺の真似です」 というと、

それをみたT君が「またはらみた またはらみた～」と2拍子の リズムにのってお経を唱

え始めた。Y君はおもしろがって笑っていた。

その他多数。

<ふ しあそび>
: 水道の所で、M君が突然歌い出す。 2～ 3音旋律、スキップ リズムを中心 としたふ しで

“アチャカッカ キッカカッカ カキクケ キッカカッカ カキャッキャッコッコ キッ

カッキョ"～フレーズ毎に休みをとり、大変 リズミカルである。近 くで剣を作 って遊んで

いたD君・ N君が手を休めてM君に注意を向ける。「へんなの一」と言って笑っていた。

: 遊戯室でRち ゃんが縄を腰につけて「ねずみのしっぽですよ―ねずみのしっぽですよ―」

と歌い出す。続いてHち ゃんが「 しっぼしっぽ―しっぽ―しっぽですよ」 とぐるぐる回っ

て遊んでいた。音域は、GOAOHの 3音旋律、 2人の掛け合いがとてもリズ ミカルに拍

の流れにのっていた。

: その他、物売 り屋さんの声、はや し言葉、友達 との話 し言葉や遊びの誘 い言葉など、

“ふしことば"に よる即興遊び多数。

リズミカルなとなえ言葉などによる即興的なリズム遊びやふし遊びは、子供の遊びの中で、

心のおもむくまま自由で快い自己表現として表出されている事がその事例の多さで分かった。

幼児のよびかけの言葉自体がすでに節がついているという事は承知の通 りである。

幼児の音楽教育では、先ずこの活動を大切に見守りたいと考える。その上で、保育者は子

供の表現に共感 し、すぐに消えてしまう即興表現をタイミング良 く受け止め、更に表現への

高まりを援助できる態度と姿勢を持っていることが大切だと考える。
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関連するある保育者の記録の事例 (6)を おくことにする。

「おや? 3才 になったばかりの大介ちゃんがおもちゃ箱から太鼓を持ち出しました6

“トン トン トントコ トン"……大はじゃぎで歩きまわります。……私は、おもちゃの

シンバルで後に続きました。そして歌いました。♪やっとこ やっとこ くりだした～♪……

1人ふえ 2人ふえ、思い思いのおもちゃでたちまち楽隊ごっこが盛り上がりました。 “ピー

ジヤン ピー ジャン"……ゆかいな擬音唱のおはやしまでとびだします。そして、歌で

加勢の子は、かわいい踊り付きです

私は、嬉 しくなりました。

“さあ、今度は弾き歌いで応援だ""…・急いでピアノのほうへ駆け寄った私でした。

(後略)」

大介君の即興の自己表現を、保育者がシンバルの助奏で拍を支え、歌で旋律を添加 し、さ

らに弾き歌いでの介添え………他の子供たちとの様々な音遊びの共有の場を作り上げている。

さて、子供の即興表現は幼児が自由で幸せな時に起こると言われている。また、シューター

は、「幼児の作った歌が現存する音楽に類似していると言 う事は、ある程度その子の音楽的

資質と同じく、幼児が聞いたことのある音楽の種類の関数であるだろう」(7)と 述べている。

聞いたり、歌ったり、ひいたりしたものの反映、そのバロメーターだと言 うわけである。

: 遊戯室で音楽が鳴りだすと、自然にみんな集ってきて踊り出す。

: お楽 しみ会で、実習生から “アイアイ"の話と歌を聞 く。その後 “アイアイ"を みんな

で踊った。
.: その他。

楽 しくリズミカルな曲に対 してすぐに動きを伴って反応する。幼児期の発達的特徴であ

る。幼児が自分で操作でき、自由に曲がかけられるような用意があると言 う事は大変すば

らしい。

自由な遊びの中で観察された鑑賞事例の大半は、遊戯室での録音教材を通 しての踊 りを

伴う遊びであった。

幼児の鑑賞の姿は、音楽が聞えるとすぐに身体反応を伴うという様に、表現 と鑑賞は表

裏一体の関係にあるということである。むしろこれが自然の姿といえるであろう。

さて、ここで問題になるのは、どの様な種類の音楽が用意されているのだろうかという

ことである。これについては、再調査をまたねばならない。

マーセルは「 ごく初歩の段階では……例えば幼稚園や小学校 1年生では……教師が選曲

のおもな責任をとるべきでしょう。幼い子供の経験は非常に限 られたものですか ら」(8)と

述べている。

具体的な方法の参考としてある保育者の保育事例をおく。

『～子供のレス トランごっこをきっかけに、お弁当の時である。花を飾 り、テーブルク

ロスをかけ、そしてBGMに “ユーモレスク"の音楽をかけた。子供の反応は、「～その

曲聞いた事あるよ～家にもあるよ。」などなど。その翌日「～今日のお弁当の時 これをか

けて !」 ～とテープを持ってきた子～それを受けて私が「今日は Jち ゃんの大好 きな曲を

かけます」……これをきっかけに子供たちの中に音楽に対する興味が湧き、いろいろな曲

を楽 しむ事が日常の事となった。～(後略)』
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更に筆者は、もっともっと保育者の生の演奏を聞かせてあげる機会が考えられないもの

であろうかと思うのである。子供の耳、子供の要求に合致した保育者の歌や演奏は、美 し

さ.に対する感性への基礎となる大切な栄養である。その意味で保育者に課せられた役割は

大きいと考える。

Ⅳ.結 論

今回の調査は、幼稚園生活の4週間という期間の遊びの分析と考察である。しかし、この中

でも本論文の目的に迫る事が出来たように思う。前述のこれまでの筆者の観察調査からも概ね

同様な内容が繰り広げられていたからである。

観察された事例を 3つ の視点から分類し考察したわけであるが、概ね以下のような結論を得

ることができた。

①領域 “表現"を除く4領域の内容は、自由保育の総合的な遊びの中でその内容は十分に達

成され、すばらtい成果を挙げていることが分かった。幼児にとっては、時には葛藤する

場面もあろう。しかし友達や園での豊かな環境の中で望ましい成長の姿が見られる。さら

に、子供たち一人一人をじっくりと温かく見守る保育者の存在が光っていた。

②表現方法の違いによる表われ方では、造形的活動が群を抜いて活発に行なわれている。自

由に好きなように使えて、表現意欲を誘う素材、そして時間と場所など、環境構成への配

慮が背景にある事も大きな要因となっている。

動きについては、単なる反射的な表現の域を脱していない。この側面での育ちについて

は、さらなる工夫が必要と考える。            r
、造形作品は、何時でも子供の目にまた手に触れるところに用意できる。それに対 して、

音、また動きはすぐに消えてしまう。以上の特性が、自発的な遊びの中で、表現し易いも

の、しにくいものとして如実に表われていた様に思う。

③音楽的表現については、特に即興的なリズム遊びや日本旋法によるふし遊びが日常茶飯事

のごとく繰り返されている。創造性を養うという点からも非常に大事な活動として見守っ

て生きたい。

園部二郎は、「 3歳から4歳 くらいまでは、 “音楽以前の音楽"を中心にして、将来、本当

の音楽を身につける時期にすべきである一―-304歳 では、子供たちが音楽以前に自然本能

的に、また生活的に経験し体験することがらを何度も何度もくり返す一方で、子供の歌唱能力

に応じた歌をうたわせ、楽器をいじらせることのほうがより意味があり大切なことなのであ

る。」(9)と 述べている。筆者も大賛成である。

しかし、歌遊びや楽器遊びについては、年長児になっても園部の言う初歩的な導入段階で終

始している。自発的な子供の遊びの中では生れにくい活動であることが分かる。歌や曲を幼児

がキャッチするには、その情報を提供する保育者の働きかけが無いと成立しない。さらに、ヽ鑑

賞という活動についても同様の事が言えようσ大好きな先生、また仲良しのお兄さんやお姉さ・

んの歌や演奏など、いわゆる模倣するモデルが必要であると言うことであるも

さて、今回の観察調査に大変参考となる斎藤千代子の論文がある。氏は、同じ園で幼児の遊

びに見られる動きのリズムの調査をしている。この中で、「～ 4歳児に “かごめかごめ"、 フォー

クダンス、変身ごっこ、リズム体操などが見られ、ほとんどが保育時の模倣遊びの活用と見ら

れた。保育時に経験した事は遊びの中に自然に活用される事を痛感した。～」更に「歌を歌い
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ながらからだを動かしたり、模倣遊びをしたり～将来小学校の表現運動につながるものは自発

的な遊びとしてはごくゎずかしか見い出せなかった」Cl°)と述べている。

子供の自由に任せて、保育者が温かくそっと見守っていることで育つ内容と、音楽的表現の

様に何もしなければ育っていかない内容があることが観察事例より明らかになった。特に音楽

遊びは、一人でも、またみんなと一緒に楽しめるというメリットがある。これも子供の権利で

ある。自由と放任をはき違えてしまわないようにしたい。

繰り返すが、幼児が様々な表現方法を駆使して自己表現できるようにするためには、日常の

保育の中で、保育者の表情たっぷりな歌や、美しい演奏が日に止り耳に入ってくるような積極

的な働きかけが必要だということである。

“あの音楽きれいだね"～ “真似してみたい""…・この感動と意欲が、子供の音楽的感性や

表現力への大きな原動力となっていくものと考える。

さて、保育はひとつの領域だけに限って取り扱われるものではない。また、同様に歌は歌だ

け、楽器は楽器だけの場合もしかりである。あくまでも “生活経験に即した総合的な活動の中

で"の音楽教育である事を強調しておきたい。考察の中でいくつか保育者としての援助のあり

方について述べてきたように、そのすべては方法論の問題である。具体的に、幼児の段階では

“模倣"→ “表現"がキーヮードとなるであろう。

最後に、幼稚園教育要領の留意事項にある「豊かな感性は、日常生活の中で美しいもの、優

れたもの、心に残るような出来事などに出会い、そこから得た感動を他の幼児や教師と共有 し

様々に表現することなどを通して養われるようにすること。」の言葉が生きてくるような具体

的な方法への課題を心に銘記し、今後の研究に委ねたいと思う。
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